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　平庄の平野隆司社長は「今後は大槌町の工場で最終
加工まで行い、刺身などの商品を生産し、加熱処理を
した食品も扱っていくことにしています。また、地元
メーカーとして地産加工を行い、県内外への出荷を積
極的に進めて行く方針です」と抱負を述べています。

　

　平庄株式会社は、本社がある釜石市を拠点として水
産卸売業を中心に営業しています。グループ会社は、
北海道や千葉、神奈川県内にあり、全国規模で水産業
に携わっています。
　多くの種類の魚を取り扱っており、中でも多いのが
サンマです。大槌、釜石地区では、サンマの取扱量が
最多です。郵便局の「ゆうパック」で全国へサンマを
直送し、好評を博しています。
　東日本大震災では、本社の１階部分が全壊し、浜を
支えようという意気込みで復旧を急ぎました。平成
23 年 5 月には部分操業を開始して 7 月には完全復旧
させ、震災のその年の秋のサンマの水揚げに対応し、
地域水産業の底支えに貢献しました。
　平成 24 年には大槌町への食品工場建設を決めまし
た。計画時、建設予定地は、まだ工場を建設できる状
況ではありませんでした。しかし、大槌町の水産業を
復興させたいという強い思いから建設を決定しまし
た。
　大槌食品工場は安渡地区の魚市場に近い場所に建設
され、平成 26 年 3 月に操業を始めました。最新の設
備が整えられ、作業場は部門ごとで区切られて衛生
管理にも力が入れられた最新鋭の工場です。不足気味
だった従業員は徐々に増え、和気あいあいと仕事に取
り組んでいます。サケの盛漁期を迎えた大槌食品工場
は、これから更なる飛躍をめざします。

「平庄株式会社」
～水産業の復興めざし最新鋭の食品工場～

大槌食品工場でサケの加工作業を行う従業員
＝大槌町安渡
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　大槌町の秋サケ定置網漁を支える、さけますふ
化場の第 2 ふ化場が 11 月 11 日、第 1 ふ化場に
続いて復旧し、目標の 2 千万尾の稚魚を放流する
体制が整いました。第 2 ふ化場は、自動掃除機や
防鳥獣ネットを備えた最新鋭の飼育水槽が 38 基
あり、1 千万尾を生産できます。平成 24 年に復
旧した第 1 ふ化場の 1 千万尾と合わせて 2 千万尾
生産できる規模のふ化場が完成したことになりま
す。この施設で育った稚魚は来春、放流され、3
年～ 5 年かけて母なる大槌川に戻ってきます。こ
の日の竣工式では碇川豊町長が「震災の影響でサ
ケ漁が心配されているが、2 千万尾放流が可能に
なり、将来の水揚げが期待できる」とあいさつし、 最新鋭の設備を整えた大槌町さけます第 2 ふ化場

さけます第2ふ化場が完成～2千万尾放流可能～

ふ化場の指定管理者、新おおつち漁業協同組合の
阿部力組合長は「大槌川、小鎚川に震災前のよう
にサケが戻り、水産業の町・大槌の復興の原動力
になるよう努力したい」と決意を語りました。
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